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・令和６年度集金方法、１学期中間テスト廃止、地域交流デー、あいさつの日について

・令和５年度学校評価について

・令和５年度学校運営協議会の取組についての振り返りと次年度に向けて

委員出席者１４名

堀口　修一　（亀久保南前町会長）

湯浅　康之　（令和５年度ＰＴＡ会長）

小南　義明　（大井本町町会長）

第５回　ふじみ野市立大井中学校「地域協働学校　学校運営協議会」記録

3日時 16：00～17：30令和6 7

【４　協議　１学期中間テスト廃止について】
・３学期と時数が同程度なのであれば、生徒の負担を考えると良いのではないか。
・２学期は生徒の負担を考えると今までどおりで良い。
【４　協議　地域交流デー、あいさつの日について】
・地域交流デーは日曜の午後になったので、地域では早めに計画を立てる必要がある。
・あいさつの日に地域の放送を流したい。自治体と連携をしていく。
・活気がある。こちらから挨拶すれば元気に返ってくる。
・中学生からはあともう少し。
【４　協議　令和５年度学校評価について】
・結果を見たが良いと思った。
・保護者アンケートは、答えづらい質問を改善した方が良いのではないか。
・子供と確認しながら答えられる質問でも良いのではないか。
・子供の「地域の活動に参加することができた」の数値は、自治会の加入率と重なる。
　子供だけでなく親も地域に目を向ける、向けてもらう必要があると感じた。
・この評価をどう生かしていくかが大事なので、学校運営協議会としてできることに取り組む。
【４　協議　令和５年度学校運営協議会の取組についての振り返りと次年度に向けて】
・学校運営協議会の回数がもう少しあると良いと感じた。
・話し合ったり考えたりする機会を増やしたい。
・今後、学校運営協議会とPTAのつながりが少しでもできると良い。
・外にアピールできる取り組みもしたい（負担を増やしたい訳ではないが）。
・学校応援団も他組織と協力しながら次年度は動いていきたい。

１　　開会
２　　あいさつ　会長　神木　宏晃
　　　　　　　　　校長　本川　秀知
３　　連絡
　　　・令和５年度卒業式、令和６年度入学式について

４　　協議
　　　・令和６年度集金方法、１学期中間テスト廃止、地域交流デー、あいさつの日について
　　　・令和５年度学校評価について
　　　・令和５年度学校運営協議会の取組についての振り返りと次年度に向けて

５　　その他
６　　閉会

議題

神木　宏晃　（元PTA会長・学校応援団）

堀内　一男　（桜ヶ丘東町会長）

関口　正幸　（団長・学校応援コーディネーター）

庄司　秀人　（事務主査）

石川　満美子　（令和３年度ＰＴＡ副会長）

神木　重浩　（苗間東町会長）

（欠席２名）

その他
（委員の意見等）

懸 案 事 項

決 定 事 項

経 過

吉村　敏世　（ふじみ野市役所文化・スポーツ振興課長）

篠原　宏典　（教頭）


